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1. はじめに
日本政府は 2012 年 3 月 30 日に閣議決定された ｢観光
立国推進基本計画｣ の中で, 訪日外国人旅行者数を
2016 年度までに 1800 万人に, 2020 年初めまでに 2500
万人にするという目標を掲げたi. のちに政府は, 2020
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Abstract
The students in my classes have lessons in practical English conversation. I have investigated their motivations for
learning English and their communication competence for four years (2012-2015). The questionnaires that the students
answered have proved that their interests in English conversation and communication with classmates had been devel-
oped within three months from starting the course. What is worth noting is that the same result has been observed
through these four years, suggesting that the students of the Faculty of Social Welfare from different years may have
the similar characteristics. This paper reveals it, abstracting some keywords from their free descriptions in the ques-
tionnaires, and argues that the class management may have positive effects on students' development, taking into ac-
count their characteristics.
論 文
している. 受講生には前期の講義開始時 (以下 ｢受講前｣


























方 (乗り換え等) 自己紹介 道案内 電話応対を
基本としているが, 特定のテキストは使用していない.
筆者が一般的な教科書を使用しないのにはいくつか理
由がある. まず, 学生の英語学習意欲を見ると, 海外に
積極的に出たいと考えている学生の絶対数がさほど多く
ないという現実がある. (海外旅行のような短期のもの














































(2013)). 質問事項は以下のとおりである. 質問 1-5 を
受講前に, 質問 6-11 (およびその理由) を受講後に回
答させているが, ここでは以下の議論を進めやすくする


































































する学生の意識を見てみよう. 回答数は 2012 年度から
2015 年度までの計 6 クラス, 合計 147 名 (有効回答の
















性を感じていたと回答した学生 105 名のうち, 99％が受
講後も同じ選択肢を選んでいる (1a-6a). 一方, 受講前








学生のうち 20.3%が好きになったと回答し (2b-7a), 65.
6%が ｢どちらでもない｣ を選択していることから (2b-
7c), 嫌悪感が幾分解消されていると考えられる. また,
｢どちらでもない｣ と答えていた学生のうち 54.2％が好





答を比較してみよう (質問 3, 8).
もともと学習意欲のあった学生のうち 85.7%が更に意
識が高まったと回答している (3a-8a). 質問 2, 7 と同
様に, ｢学びたくない｣ と回答していた学生のうち, 学
習意欲の増した者, 嫌悪感が減退したと思われる者
(｢どちらでもない｣) がともに 47.7%いることや (3b-8a,
3b-8c), 受講前に ｢どちらでもない｣ を選択した学生の
うち 64.8%が学習意欲が増したと回答していること (3c-
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A B C D E F 合計 割合
感じていた 1a-6a 21 12 17 17 19 18 104 99.0% 感じた
1a-6b 1 1 1.0% 感じなかった
105 100.0%
A B C D E F 合計
感じなかった 1b-6a 6 3 8 6 5 6 34 81.0% 感じた
1b-6b 5 2 1 8 19.0% 感じなかった
42 100.0%
27 20 27 25 24 24 147 100.0%
表 1 英語学習の必要性の意識変化【質問 1, 6】
A B C D E F 合計 割合
好き 2a-7a 10 4 2 2 3 2 23 95.8% 好き
2a-7b 0.0% 嫌い
2a-7c 1 1 4.2% どちらでもない
24 100.0%
A B C D E F 合計
嫌い 2b-7a 1 2 2 4 1 3 13 20.3% 好き
2b-7b 1 1 3 1 2 1 9 14.1% 嫌い
2b-7c 6 5 7 9 7 8 42 65.6% どちらでもない
64 100.0%
A B C D E F 合計
どちらでもない 2c-7a 6 2 6 4 7 7 32 54.2% 好き
2c-7b 1 1 1.7% 嫌い
2c-7c 3 5 7 5 3 3 26 44.1% どちらでもない
59 100.0%
27 20 27 25 24 24 147 100.0%
表 2 英語の嗜好性の意識変化【質問 2, 7】
ションをとる時にどのような手段を好むか問うものであ










受講後ともに回答した学生は 82.5%である (4a-9a). 受
講後どのようなコミュニケーション形態でもかまわない
と回答した 12.3%と合わせると (4a-9d), 94.8%が顔を
合わせるコミュニケーションを好むとみなしてよい.
直接顔を合わせないコミュニケーションを好んでいた
学生を見ると, 変化のない学生が 40%いるものの (4b-9
b), 顔を合わせるコミュニケーションが好きだという
群 (36%) と, どのような形態でもかまわないという群
(20%) を合わせると, 過半数の学生に意識変化が起こっ
たことが見てとれる (4b-9a, 4b-9d). 携帯電話・メー
ル・SNS などでしかコミュニケーションが取れないと





合わせ｣ に特化した回答が 36.7% (4d-9a), どのような
形態でもかまわないという回答が 56.7% (4d-9d) と,
あわせて 93.4%にのぼる. 4a-9a, 4a-9d, 4d-9a, 4d-9d






れなかった学生が 53.1%いるが, 受講後に ｢顔合わせ｣




















A B C D E F 合計 割合
学びたい 3a-8a 11 4 6 6 8 7 42 85.7% 意欲増した
3a-8b 0.0% 意欲失せた
3a-8c 3 2 2 7 14.3% どちらでもない
49 100.0%
A B C D E F 合計
学びたくない 3b-8a 3 3 3 5 2 5 21 47.7% 意欲増した
3b-8b 1 1 2 iii 4.5% 意欲失せた
3b-8c 2 6 5 5 2 1 21 47.7% どちらでもない
44 100.0%
A B C D E F 合計
どちらでもない 3c-8a 5 2 8 6 5 9 35 64.8% 意欲増した
3c-8b 0.0% 意欲失せた
3c-8c 3 4 3 3 4 2 19 35.2% どちらでもない
54 100.0%
27 20 27 25 24 24 147 100.0%
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A B C D E F 合計 割合
顔合わせ 4a-9a 11 4 10 6 11 5 47 82.5% 顔合わせ
4a-9b 1 1 1.8% SNS など
4a-9c 0.0% SNS などのみ
4a-9d 1 1 2 2 1 7 12.3% どれでもOK
4a-9e 1 1 2 3.5% どれでもNG
57 100.0%
A B C D E F 合計
SNSなど 4b-9a 1 4 4 9 36.0% 顔合わせ
4b-9b 3 1 2 1 2 1 10 40.0% SNS など
4b-9c 0.0% SNS などのみ
4b-9d 1 2 1 1 5 20.0% どれでもOK
4b-9e 1 1 4.0% どれでもNG
25 100.0%
A B C D E F 合計
SNSなどのみ 4c-9a 1 1 33.3% 顔合わせ
4c-9b 0.0% SNS など
4c-9c 1 1 33.3% SNS などのみ
4c-9d 1 1 33.3% どれでもOK
4c-9e 0.0% どれでもNG
3 100.0%
A B C D E F 合計
どれでもOK 4d-9a 1 1 2 4 3 11 36.7% 顔合わせ
4d-9b 1 1 2 6.7% SNS など
4d-9c 0.0% SNS などのみ
4d-9d 6 5 2 1 3 17 56.7% どれでもOK
4d-9e 0.0% どれでもNG
30 100.0%
A B C D E F 合計
どれでもNG 4e-9a 1 2 1 5 9 28.1% 顔合わせ
4e-9b 1 2 1 1 5 15.6% SNS など
4e-9c 0.0% SNS などのみ
4e-9d 1 1 3.1% どれでもOK
4e-9e 3 4 4 2 1 3 17 53.1% どれでもNG
32 100.0%
27 20 27 25 24 24 147 100.0%



























｢教材の実用性｣ (20%) で或る程度担保してあるし, そ
















A B C D E F 合計 割合
抵抗なし 5a-10a 9 4 8 6 7 5 39 44.3% 抵抗なくなってきた
5a-10b 0.0% 抵抗大きくなった
5a-10c 9 5 8 7 12 6 47 53.4% 以前と変わらずなし
5a-10d 1 1 2 2.3% 以前と変わらず苦手
88 100.0%
A B C D E F 合計
抵抗あり 5b-10a 6 8 5 9 4 10 42 71.2% 抵抗なくなってきた
5b-10b 0.0% 抵抗大きくなった
5b-10c 1 1 1.7% 以前と変わらずなし
5b-10d 3 2 6 2 3 16 27.1% 以前と変わらず苦手
59 100.0%
27 20 27 25 24 24 147 100.0%
表 5 顔を合わせるコミュニケーションについての意識変化【質問 5, 10】
回答数 割合
1-a 感じていた 105 71%
1-b 感じなかった 42 29%
147 100%
表 6 【質問 1】英語を学ぶ必要性を感じていたか (受講前)
回答数 割合
6-a 感じた 137 93%
6-b 感じなかった 10 7%
147 100%












(7%) であった. 自由記述は 8 件のみで, その内訳は,











という記述があわせて 6 割を超えている. (少数派の意
見については言及する必要性がある場合のみ触れること
とする. 以下同様).














あった. うち ｢嫌いなものは嫌いである｣ という意見が
4件, ｢苦手意識がある｣ という意見が 5件であった.












いることがわかる (表 13, 14).
キーワードを分類してみると, 授業が楽しかったとい
う趣旨の意見に代表される ｢充実感｣ が 27％を占めて
おり, ここでも講義に楽しさを見出したことが学習意欲
の増加を促していることが見てとれるが, もっと英語を












表 11 英語が好きになった (キーワード別集計)
回答数 割合
2-a 好き 24 16%
2-b 嫌い 64 44%
2-c どちらでもない 59 40%
147 100%
表 9 【質問 2】英語は好きだったか (受講前)
回答数 割合
7-a 好き 68 46%
7-b 嫌い 10 7%
7-c どちらでもない 69 47%
147 100%

























生の意識改革は容易ではない. 一方, 表 16 の中で, も
ともやる気がありその気持ちが変わっていないという回
答が 5％, 本来この選択肢を選ぶべきでないはずの ｢向







平気だと回答した学生 20％を合わせると, ほぼ 6 割に
達する (4-a, 4-d) (表 17). 受講後アンケートでは同
選択肢がそれぞれ 52％と 21％で, 合わせて 73％にのぼ
る (9-a, 9-d) (表 18). 一方, 非対面式コミュニケー







3-a 学びたい 49 33%
3-b 学びたくない 44 30%
3-c どちらでもない 54 37%
147 100%
表 13 【質問 3】英語学習に対する気持ち (受講前)
回答数 割合
8-a 学ぶ意欲が増した 97 66%
8-b 学ぶ意欲が失せた 2 1%
8-c どちらでもない 48 33%
147 100%

























































表 18 【質問 9】コミュニケーション全般について (受講後)





順序は入れ替わるが, 類似した傾向の見られる 9-d の




という記述 (｢なんでもOK｣) もあるものの, 人と話す
のが楽しいというキーワードを中心とした回答が 7割を
占めている.







9-c を選択した 1 名は人前に出るのが苦手であると記述







23, 24 である. 抵抗がなくなってきた群 (10-a) と受
講前と変わらず好きだという群 (10-c) をあわせると,
88％にのぼる.




という意見も 10％ある. 少数ではあるが, 相手の反応











5-a 好き・得意 (抵抗はない) 88 60%
5-b 嫌い・苦手 (抵抗がある) 59 40%
147 100%











10-b 抵抗が大きくなった 0 0%
10-c 以前と変わらず好き (得意) 48 33%
10-d 以前と変わらず嫌い (苦手) 18 12%
147 100%







































の割合は 40％から 12％に減少しているが (表 24), そ
の 12％の学生のうち 94％が, 嫌いな理由として ｢苦手
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